
に対し副反応報告

は3万0714 件、そ

のうち重篤なもの

が 6370 件です。接

種 後 の 死 亡 は 10

代が5人、20代が

27 人。重篤者のう

ち10代は387人、20代は713人です。その症状は歩行障害、意識

障害、呼吸障害、排泄障害、小腸炎、視力低下、複合性局所疼痛症候

群、脳炎など未回復や後遺症とされるものが多数あります。

　子どもの重症者・死者の多いアメリカでは積極的勧奨となって

いますが、イギリスやドイツではWHOが推奨する基礎疾患など

リスクの高い子どもへの接種となっています。

　東京・生活者ネットワークは、ワクチンの子どもに対する長期的

な安全性が確立されていないことから、子どもへの新型コロナワ

クチンの積極的勧奨に反対します。

　まずは、これまでの副反応の詳細な調査や治療法の確立、救済

の確立を図るとともに、それらの迅速な情報公開を求めます。

　また、基礎疾患があるなど接種を希望する子どもや、コロナ感

染で重症化した子どもを支えるためにも小児救急医療体制の確

立こそが急務であると考えます。

2022年2月24日
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　厚生労働省は2022年1月21日、ファイザー社製の5 ～ 11歳へ

の新型コロナウイルスワクチンを承認し、1月27日の通知で自治

体に対し接種体制の準備を要請しました。

　また、５～ 11歳への接種は「努力義務」の対象としないことが

決まりましたが、その説明を欠いたまま対象者全員に接種券を送

付するなど、積極的勧奨と受け取られかねない自治体が多く見受

けられ、早いところでは2月末から接種が開始されることになり

ます。

　このような動きに対し全国から「子どもにワクチンを打たない

で！」という声があがっています。その理由は、第一に新型コロナ

ワクチンの長期的な安全性が未知であること、第二にこれまでの

新型コロナワクチン接種後の副反応について詳しい調査が行わ

れておらず情報も非常に少ないこと、第三に現状では子どもの新

型コロナウイルス感染者は軽症や無症状が多くあまねく接種す

べき必要性はないことです。

　接種の方向性を決めた2022 年1月26日の厚生労働省第 29回

厚生科学審議会（予防接種・ワクチン分科会）の資料によれば新型

コロナ感染後に死亡した10歳未満は0人、10代では４人（うち3

人は基礎疾患あり、交通事故の死亡後にコロナ感染確認が1人）

です。

　一方、これに先立つ21日の第75回厚生科学審議会（予防接種・

ワクチン分科会副反応検討部会）の資料によれば、新型コロナワ

クチン接種後の副反応は接種開始からの2億84万7188回の接種

子
ど
も
へ
の

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

積
極
的
勧
奨
に
反
対
し
ま
す
！

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
発
想

に
立
ち
、
普
及
啓
発
を
超
え
た

施
策
の
具
体
化
を
！

　

し
か
し
な
が
ら
、
異
常
気
象
が
激
化

し
気
候
危
機
は
加
速
化
し
て
い
る
。手

遅
れ
に
な
る
前
に
政
治
が
向
き
合
う
時

で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。

　

公
共
施
設
の
電
力
を
再
エ
ネ
に
切
替

え
、
民
間
事
業
者
に
は
切
替
え
促
進
支

援
な
ど
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
炭
素
化

や
住
宅
・
建
築
物
の
再
エ
ネ
導
入
や
省

エ
ネ
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
支
援
が
考

え
ら
れ
、交
通
・
教
育
・
金
融
分
野
で
も

で
き
る
こ
と
は
あ
る
。

気
候
政
治
の
実
践
に
求
め
ら

れ
る「
気
候
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

　

よ
う
や
く
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
に
取
り
組
む
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。気
温
上
昇
1
・
5
℃
を
実
現
す
る
た

め
に
「
2
0
2
2
年
ま
で
に
2
0
3
0

年
目
標
を
見
直
し
、
強
化
す
る
」、
こ
の

目
標
・
言
葉
が
未
来
へ
の
希
望
を
つ
な

ぐ
。

　

制
度
、政
治
が
重
要
だ
が
、省
庁
の
縦

割
り
、従
来
型
企
業
か
ら
の
反
対
、政
治

的
揺
り
戻
し
も
ま
た
懸
念
さ
れ
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、市
民
社
会
が
成
熟
し
、市

民
の
声
を
形
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。「
今
こ
そ
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

存
在
は
重
要
で
あ
る
」と
、
平
田
さ
ん
が

ま
と
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
施
策
を
具
体

事
業
に
落
と
し
て
い
く
実
践
を
地
域
か

ら
進
め
て
い
く
。

東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
運
営
委
員
／

西
東
京
市
議
会
議
員

後
藤
ゆ
う
子

気
候
問
題
を
政
治
の
課
題
と

し
て
捉
え
る

　

気
候
変
動
は
、産
業
・
社
会
・
経
済
シ

ス
テ
ム
と
深
く
関
連
し
て
い
る
。こ
れ
ま

で
の
経
済
成
長
一
辺
倒
が
引
き
起
こ
し

た
問
題
で
あ
り
、従
来
の
政
策
と
の
整
合

性
や
豊
か
さ
の
あ
り
方
と
い
う
非
常
に

大
き
な
問
い
を
投
げ
か
け
る
問
題
だ
。

　

空
間
的
に
地
球
規
模
に
わ
た
り
、
時

間
的
に
も
長
期
に
わ
た
る
。ま
た
汚
染

者
と
被
害
者
、
対
策
実
施
者
と
受
益
者

が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。対
策
を
取
っ

た
人
が
そ
の
ま
ま
受
益
者
に
な
る
と
は

限
ら
な
い
し
、
目
に
見
え
る
結
果
を
出

せ
る
と
も
限
ら
な
い
難
し
さ
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
原
因
は
C
O
2

だ
け
で
は

な
く
代
替
フ
ロ
ン
な
ど
多
様
な
ガ
ス
、そ

し
て
排
出
源
も
個
人
か
ら
多
国
籍
企
業

ま
で
多
種
多
様
で
あ
り
、
対
策
主
体
も

国
連
、国
、自
治
体
、企
業
、個
人
と
多
次

元
に
わ
た
り
、
責
任
の
所
在
も
不
明
確

に
な
り
や
す
い
。ま
た
、
ど
う
解
決
す
べ

き
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
対
応
方
法
に
も

異
な
る
考
え
方
が
存
在
し
、
こ
れ
ま
で

の
政
治
が
扱
っ
て
き
た
テ
ー
マ
を
超
え

る
難
し
さ
を
持
っ
て
い
る
。

　

昨
年
8
月
、
国
連
I
P
C
C
は
今
起

き
て
い
る
温
暖
化
は
「
人
災
で
あ
る
」
と

断
定
し
た
。

　

S
D
G
s
ブ
ー
ム
や
政
府
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
方
針
、
自
治
体
の
気

東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
新
春
の
つ
ど
い
」か
ら

気
候
変
動
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
政
治
の
役
割

　

1
月
31
日
、
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
新
春
の
つ
ど
い
２
０
２
２
」を
開
催
し
た
。今
年
の
テ
ー
マ
は
、

「
気
候
変
動
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
政
治
の
役
割
」。講
師
に
迎
え
た
の
は
、
環
境
部
門
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
呼
ば

れ
る
「
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
環
境
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人Clim

ate Integrate

代
表
理
事
の
平
田
仁
子

さ
ん
。こ
こ
で
は
、
講
演
の
模
様
か
ら
考
察
す
る
。な
お
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
今
回
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
し
た
。

候
非
常
事
態
宣
言
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
、市
民
・
若
い
世
代
の
関
心
の

高
ま
り
も
あ
る
。し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
対

応
・
財
政
負
担
、一
方
の
無
関
心
、山
積
す

る
他
の
政
治
課
題
も
あ
り
、
現
状
の
ま

ま
で
は
再
び
一
過
性

か
つ
小
手
先
の
対

応
に
留
ま
る
こ
と

も
危
惧
さ
れ
る
。気

候
変
動
バ
ブ
ル
は

時
々
訪
れ
る
が
「
骨

ま
で
届
く
し
く
み

と
な
ら
な
け
れ
ば
、

今
度
こ
そ
本
当
に

手
遅
れ
に
な
る
」
と

平
田
さ
ん
は
言
う
。

東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
新
春
の
つ
ど
い
２
０
２
２
」

基
調
講
演
の
講
師
、
一
般
社
団

法
人Clim

ate Integrate

代

表
理
事
の
平
田
仁
子
さ
ん

IPCC（Intergovernmental Panel on Climate Change）：気候変動に関する政府間パネル／ SDGs（Sustainable Development Goals）：持続可能でよりよい世界をめざす国際目標

地域ネット

清瀬ネット
生活のお困りごと、ご相談ください（毎月第 3日
曜日）
4月17日（日）14：00 ～ 16：00　清瀬・生活者
ネットワーク事務所（清瀬市元町1-7-21クルトー
ア 201）　家計相談員が対応します　042-494-
8720

江戸川ネット
ひとみとみつえの「井戸端会議」（毎月第3木曜日）
4月21日（木）20：00 ～　Zoom　江戸川区議
の伊藤ひとみ・本西みつえとZoomを使っての
お話し会　03-5607-5975

世田谷ネット
おしゃべりサロン　超断熱、高気密住宅に住ん
でみて～気候危機問題をみんなで話しあう
4月28日（木）14：00 ～ 16：00　caféこんちぇ
る（世田谷区代田 4-7-17 ／小田急線世田谷代
田駅、京王井の頭線新代田駅）　ゲスト・問題提
起：伊藤純子　コーディネーター：高岡じゅん子

（世田谷区議）　参加費：無料　03-3420-0737

練馬ネット
９条スタンディング（毎月9日）
5月9日（月）12：00 ～ 13：00　練馬駅中央南
口（西武池袋線・都営大江戸線）　主催：生活者
ネット９条の会　03-3993-4899

大田ネット
講座　コロナ禍の「人権」を考える　シリーズ 2

「多様な性について」
５月15日（日）13：30 ～ 15：30　大田・生活
者ネットワーク事務所（大田区池上 4-23-9 鎌田
ハイツ 201 ／東急池上線池上駅）／オンライ
ン併用　コーディネーター：西川有理子　参加
費：無料　03-6424-7561
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た
。

東
京
都
に
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
を

　

2
0
2
0
年
に
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
行
っ
た
ケ
ア
ラ
ー
調
査
で

は
、親
の
介
護
、老
々
介
護
、障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
の
介
護
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
や
若
者
ケ
ア
ラ
ー
、
子
育
て
も
含

む
ダ
ブ
ル
ケ
ア
や
多
重
ケ
ア
な
ど

様
々
な
ケ
ア
の
実
態
と
、
孤
立
し
て
し

ん
ど
さ
を
抱
え
る
状
況
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
ケ
ア
に
つ
い

て
気
軽
に
話
せ
る
地
域
の
居
場
所
や

ケ
ア
ラ
ー
自
身
の
社
会
参
加
な
ど
、

「
ケ
ア
の
社
会
化
」
の
必
要
性
も
明
確

に
な
り
ま
し
た
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
生

活
者
ネ
ッ
ト
は
高
校
中
退
の
背
景
に

ケ
ア
が
あ
る
こ
と
も
想
定
し
た
都
立

高
校
中
退
者
の
追
跡
調
査
な
ど
を
提

案
し
て
き
ま
し
た
。ケ
ア
ラ
ー
支
援
は

身
近
な
自
治
体
が
担
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
応
援
す
る
た

め
に
、
東
京
都
に
「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条

例
」の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
へ
の
支
援
拡

充
を

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
認
証
が

2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。共

生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
ソ
ー
シ
ャ

ル
フ
ァ
ー
ム
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
持
続
的

な
事
業
の
存
続
の
た
め
に
支
援
の
拡

充
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。都
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
と
社
会
的
事

業
所
と
は
イ
メ
ー
ジ
に
開
き
が
あ
り
、

事
業
者
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

信
頼
関
係
を
進
め
る
よ
う
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

「
化
学
物
質
の
子
ど
も
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
発
展
的
に
見
直
し
を
！

　

生
活
者
ネ
ッ
ト
は
合
成
洗
剤
を
は

じ
め
環
境
ホ
ル
モ
ン
や
香
害
、
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
に
よ
る
水
質
汚
染
、
農

薬
な
ど
身
の
回
り
の
化
学
物
質
に
つ

い
て
、
と
り
わ
け
成
長
期
に
あ
る
子
ど

も
へ
の
影
響
を
問
題
に
し
て
き
ま
し

た
。「
化
学
物
質
の
子
ど
も
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
で
き
て
20
年
。ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
よ
り
鉛
フ
リ
ー
塗
料
や
シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
対
策
建
材
の
普
及
が
進
み
ま

し
た
。

　

し
か
し
新
し
い
化
学
物
質
が
つ
く

り
出
さ
れ
て
お
り
、
低
い
濃
度
で
も
複

合
的
な
影
響
に
よ
る
健
康
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。新
た
な
化
学
物
質
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

環
境
確
保
と
ま
ち
づ
く
り

　

神
宮
外
苑
や
井
の
頭
公
園
、
玉
川
上

水
な
ど
の
樹
木
の
大
量
伐
採
に
多
く

の
反
対
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。樹

木
の
伐
採
は
温
暖
化
に
も
影
響
が
あ

り
、
建
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス

メ
ン
ト
、
エ
リ
ア
全
体
の
C
O
2

排
出

量
の
変
化
を
比
較
す
る
べ
き
で
あ
り
、

再
開
発
に
よ
る
C
O
2

排
出
量
の
計

算
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。ま
た
、

外
環
道
工
事
に
よ
る
振
動
や
低
周
波

音
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て
今
の

環
境
確
保
条
例
で
は
対
応
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
新
技
術
工
事
に
も
対
応
し

て
項
目
・
測
定
方
法
を
見
直
す
よ
う
求

め
ま
し
た
。ど
ち
ら
も
国
に
判
断
を
預

け
る
よ
う
な
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た

が
、
今
後
も
粘
り
強
く
求
め
て
い
き
ま

す
。

一般質問に初登壇！
都議会第 1 回定例会本会議
東京・生活者ネットワーク都議会議員

岩永やす代［国分寺市・国立市］

　

第
1
回
定
例
会
で
初
め
て
の
一
般

質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
（
2
月
25
日
）。

一
人
会
派
は
年
に
１
回
、
13
分
間
と
い

う
限
ら
れ
た
時
間
と
な
り
ま
す
が
、
福

祉
や
環
境
を
中
心
に
、
多
岐
に
わ
た
る

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
権
利
―
―
「
子
ど
も
コ

ミ
ッショ
ナ
ー
」の
制
度
化
を
要
望
！

　

東
京
都
こ
ど
も
基
本
条
例
が
制
定

さ
れ
て
1
年
。
2
0
2
2
年
度
予
算

に
、
知
事
は
査
定
で
チ
ル
ド
レ
ン

フ
ァ
ー
ス
ト
を
掲
げ
、
子
ど
も
施
策
を

拡
充
し
ま
し
た
。新
設
さ
れ
る
「
子
ど

も
政
策
連
携
室
」
の
意
義
や
条
例
の
内

容
を
伝
え
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
子
ど
も

の
参
加
・
意
見
表
明
、
子
ど
も
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
や
権
利
擁
護
相
談
事
業
な
ど

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。答
弁
で

は
、
総
合
的
に
政
策
を
推
進
す
る
体
制

を
構
築
し
、
子
ど
も
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
な

ど
、
子
ど
も
の
意
見
表
明
を
支
援
す
る

新
た
な
し
く
み
の
あ
り
方
も
検
討
し

て
い
る
、
ま
た
、
児
童
養
護
施
設
退
所

者
へ
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
で
は
、
来
年
度

新
た
に
ア
パ
ー
ト
等
を
借
り
上
げ
る

施
設
へ
の
独
自
支
援
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

　

広
域
自
治
体
で
あ
る
都
に
権
利
擁

護
・
権
利
救
済
の
し
く
み
が
必
要
で
あ

り
、
個
別
救
済
と
と
も
に
提
言
・
勧
告

機
能
を
持
つ
「
子
ど
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ナ
ー
」
の
制
度
化
を
強
く
要
望
し
ま
し

立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

政
策
委
員あ阿

部

美

砂

べ
み
さ

　

立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事

務
所
も
あ
る
立
川
市
砂
川
町
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。１
９
５
５
年
、
米
軍
立
川

基
地（
当
時
）の
拡
張
計
画
に
対
し
、
農

地
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る
た
め
、
農

家
の
方
た
ち
が
計
画
撤
回
を
求
め
て
立

ち
上
が
っ
た
「
砂
川
闘
争
」
の
現
場
で

す
。

　

そ
の
砂
川
の
歴
史
を
紹
介
す
る
展
示

コ
ー
ナ
ー
が
、
旧
町
役
場
跡
地
に
立
つ

「
砂
川
学
習
館
」に
あ
り
ま
す
が
、
立
川

市
が
、
学
習
館
建
て
替
え
に
伴
う
展
示

廃
止
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
か

ら
、「
歴
史
の
隠
蔽
だ
」な
ど
と
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
前
の
旧
砂
川
町
で
は
基
地
拡
張

計
画
の
判
明
後
、
町
議
会
が
全
会
一
致

で
計
画
反
対
を
決
議
。農
家
や
学
生
ら

が「
非
暴
力
・
不
服
従
」の
闘
争
を
続
け

た
結
果
、国
は
最
終
的
に
計
画
を
断
念
。

基
地
は
日
本
に
返
還
さ
れ
、
跡
地
は
現

在
、
国
営
昭
和
記
念
公
園
な
ど
に
な
っ

て
い
ま
す
。

基
地
問
題
か
ら
考
え
る
憲
法
、

司
法
、
そ
し
て
地
方
自
治

　

砂
川
闘
争
は
、
基
地
返
還
を
勝
ち

取
っ
た
住
民
運
動
の
歴
史
で
あ
り
、
地

元
を
無
視
し
た
強
権
的
な
政
府
に
対
す

る
勝
利
で
も
あ
り
ま
し
た
。砂
川
事
件

の
東
京
地
裁
第
一
審
で
は
「
米
軍
駐
留

は
憲
法
違
反
」
と
し
た
有
名
な
伊
達
判

決
も
出
ま
し
た
。

　

砂
川
は
今
日
な
お
日
米
安
保
条
約
、

日
米
地
位
協
定
、憲
法
９
条
、さ
ら
に
は

地
方
自
治
、
司
法
の
在
り
方
な
ど
日
本

社
会
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
示
唆
を
私

た
ち
に
与
え
て
く
れ
ま
す
。

砂
川
闘
争
の
成
果
と
教
訓
を
生

か
す
た
め
に

　

し
か
し
市
は
建
て
替
え
に
伴
う
面
積

縮
小
な
ど
を
理
由
に
、展
示
を
無
く
し
、

展
示
物
は
市
の
歴
史
民
俗
資
料
館
で
保

管
す
る
と
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。闘

争
の
歴
史
を
学
べ
る
常
設
の
公
的
施
設

が
な
く
な
る
の
で
す
。

　

立
川
の
市
民
団
体
が
連
携
し
１
月
に

開
い
た
集
会
で
は
「
歴
史
を
抹
殺
し
て

は
な
ら
な
い
」「
闘
争
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
今
の
立
川
の
発
展
が
あ
る
」
な
ど

と
反
対
が
相
次
ぎ
、
市
議
会
第
１
回
定

例
会
で
も
批
判
が
出
て
い
ま
す
。

　

基
地
問
題
で
揺
れ
る
沖
縄
で
は
今
、

地
元
住
民
の
意
思
や
地
方
自
治
の
原
則

も
踏
み
に
じ
る
形
で
、
辺
野
古
へ
の
新

基
地
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。沖
縄
の

人
び
と
と
連
帯
し
、
市
民
自
治
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
も
、
市
民
の「
ノ
ー
」で

政
府
に
ス
ト
ッ
プ
を
掛
け
た
砂
川
闘
争

の
歴
史
を
消
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
真
剣
に
取
り
組
み
た
い
課
題
の
一

つ
で
す
。

砂
川
闘
争
の
歴
史
を
消
さ
せ
な
い

闘
争
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

現
在
の
立
川
が
あ
る

編集後記／ 3月17日、陸上自衛隊練馬駐屯地を起点に、江戸川区役所に向けた夜間歩行訓練が行われた。「戦争に協力しない！
させない！練馬アクション」が呼びかけた、抗議スタンディングに参加。環八通りに面した門の前で、プラカード、横断幕を掲げ、
30 人近くの市民がウォッチする中、午後 7時過ぎ、4人の戦闘服姿の自衛隊員が出発、その後、時間をあけて8時ごろまでに 3人、
5人、4人と4組 16 人が夜の街に歩み出していった。訓練は、「震災」時の「最適徒歩ルートなどの確認・検証」を理由にして
いるが、武力攻撃災害、大規模テロ災害のみならず、大規模デモやストなど、「騒擾」に際した治安出動にも応用できるもの。「災
害派遣訓練」だとしても、自治体庁舎を自衛隊が掌握し、自衛隊主導の対処態勢を敷くことは問題だ。（上坂）

さようなら原発首都圏集会　福島原発事故から11年
4月16日（土）13：00 音楽　13：30 開会　14：45デモ出発　亀戸中央公園（東武亀戸線亀
戸水神駅）　発言：鎌田慧、福島原発刑事告訴裁判、トリチウム汚染水海洋放出、六ヶ所再
処理工場、東海第二原発運転差止裁判、気候危機と脱原発　「さようなら原発」一千万署名
市民の会　03-5289-8224

都心・品川　超低空飛行ルートは絶対に認めない　アピールパレード
4月17日（日）14：30 集会　15：00 出発　品川中央公園（下神明駅）　羽田増便による低
空飛行ルートに反対する品川区民の会　090-8022-5028

悲しみは消えない　沖縄の元海兵隊員による性暴力殺害から6年
基地・軍隊はいらない4.29集会
4月29日（金・休）15：30 ～ 17：30　早稲田奉仕園スコットホール（早稲田駅）／オンライ
ン　講演：高里鈴代（基地・軍隊を許さない行動する女たちの会共同代表／オンライン）
唄と三線：垣花暁子　琉球舞踊：創作琉舞咲喜 -SAKI-　1000円（オンライン無料）　集会
実行委員会　rememb4.29@outlook.jp

ソーシャルファームの第一号認証事業所「あうん」（荒川区）
を視察　2022 年２月２日

ロシアのウクライナ侵攻抗議アピール @ 国立
駅南口　2022 年３月６日

砂川学習館を見学する、立川・生活者ネット政策委員のあべみさ


